










会長メッセージ来し いッ。厭企業とし 存在位赫燓 0鱓爵8代表取締役遵・尾堂真一塊考えを聞いた。日本特殊陶業グヱップは、





価値創造のあゆみ

森村組誕生から 当社へのあゆみ

日本の陶磁器産業を代表する企業集団森村グループは、





事業概要とビジネスモデル

当社の80余年の歴史は、プラグの生産からスタートしました。その後、セラミックスをコア技術として事業の多角化を図り、現在は、主力の「自動車関連」での
高収益を維持しながら、事業ポートフォリオの転換を図るため「セラミック」「新規事業」の各分野においても、事業展開を加速しています。









社長メッセージ

術を活かし、成長事業に位置付ける半導体製造装置用製品が

売上を伸ばし、収益に貢献しました。新規事業についても燃料

電池事業（
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財務担当役員による財務戦略解説

上仝 役芋



事業戦略

近年は気候変動対応への重要性が大きくなってきており、各
国は脱炭素社会へ向けて急速に取り組みを進めてきました。自
動車業界においても100年に一度の変革期を迎えるといわれ、
CO2



事業戦略

自動車関連

新中期経営計画1年目の振り返り

3,878億円

19.2%



高速通信規格「5G」の商用化が進む中、新型コロナウイルス
感染症の影響でライフスタイルにも変化が生じ、IoT化や



事業戦略

セラミック

新中期経営計画1年目ú

2022













CSR



マテリアリティの活動レビュー

当社は持続可能な社会の実現に向けて、8つの優先的に取り組む課題（マテリアリティ）を特定しています。  









従業員のスキル∵
	 H � À � » � w � µ � © � ç � � { 	 ¢ � ¨ K ° 8 M 9 t 	 ! � è > b > t 5 Š 
 Ú � � 7 Z 	  9 • � z 	



従業員一人ひとりが個 、能力 分俛発揮す こ俥ト j 匑長俥鞢嘅 幸福俛つ俑10 ｊ鬴04、ダ剩 をス'25 ・



生産性向上、自律した人財の育成に向けて、「快適なリモートワーク推進」と「変化に対応するツールでの新しい価値創出」を柱
とする『働き方改革宣言』を策定しました。
この働き方改革を実現するため、リモートアクセス環境の整備や、リモートワーク時や出張時でも通話可能な内線システムの

導入を進めています。
また、出社要件（出社時間）の撤廃、リモートワーク手当の支給、サテライトオフィスの整備、各職場で実施しているリモート

ワーク時の工夫の共有を行うなど、リモートワークをしやすい環境の整備を推進しています。リモートワークを通じて組織のあ
り方やマネジメントを見直し、これまでの慣習にとらわれない新たな価値を生み出す自律した人財の創出を進めていきます。
また、従業員の活躍の場を広げることを目的に、2021年10月から副業制度を開始しました。要件を満たし許可を得た場合に利

用可能で、新たな人脈の形成、多様な働き方の獲得、自己成長と自己実現、事業機会の拡大などのポジティブな効果を期待してい
ます。

働き方改革



社外取締役座談会

前年の取締役会の実効性評価における課題について、唳の樁穎ａ ずラ鰯櫧皐宵唐∵







コーポレート・ガバナンス

取締役  





コーポレート・ガバナンス

当社は、「私たちは、相互信頼を深め、未来を見つめた新たな価値を提案し、世界の人々に貢献します。」をスローガンとする企業理





コーポレート・ガバナンス
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コンプライアンス











参加するイニシアチブ

当社は、統合報告書やWEBサイト等での開示において、国際的な開示のフレームワークを参照して内容の拡充に取り

組んでいます。

「米国サステナビリティ会計基準審議会（SASB




